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序 .　言葉が手元にない
未曾有の状況を目の前にしたとき、その状況をどのように描写するのか。まだ言い表されてい
ないような感情を持ったとき、その感情をどのように伝えるのか。「言葉が見つからない」とい
う表現は、予期していなかった圧倒的な出来事を前に、言葉が追いつかなくなる様を言い表し
ている。実際に現実に対して言葉が足りないことがある。2001 年 9 月 11 日、アメリカ合衆国の
貿易センタービルに２機の旅客機が続けて衝突し、ビルは崩壊した。同時多発テロの 2 日後、23
日付『ニューヨーク・タイムズ』で、アメリカの作家リチャード・パワーズ（Richard Powers）
はテロをめぐる描写において「直喩の洪水」 “a flood of simile”が起こったと述べている。「その
衝撃は真珠湾攻撃のようだった」、「ロワーマンハッタンは、地震後の街のようだった」、「破壊さ
れた金融街はまるで長崎のようだ」、「映画みたいだ」、「『インディペンデンス・デイ』みたいだ」、
「出来の悪い SF 小説みたいだ」（Powers 2001）。
比喩表現は一般的に対象を修飾し、聞き手（読み手）になんらかの印象を与えるためのレトリッ
クとして捉えられている。しかし、9.11 をめぐる描写に比喩が用いられたことは、比喩の働きが
修辞効果に留まらないことを示している。比喩表現の代表的なものに、「X は Y みたいだ」といっ
た比喩指標を持つ直喩（simile）と、「X は Y」と比喩であることが明示されない暗喩（metaphor）
がある。基本的に直喩も隠喩も、X と Y の類似性のうえに成り立つ。しかし、X 自体が未知な
ものであった場合、もしくは他に類を見ないものであった場合に用いられる比喩は、表現上の効
果を意図したものではない。そこに見られるのは、言葉の不足というものである。X 自体を語る
言葉がない状況において X を言語化しようと試みるとき、われわれは手持ちの言葉を利用する
ほかない。そしてその際、最も X に接近する有効な表現手段として比喩が用いられることになる。
X の近似値としての Y は、裏を返すと「どんな比喩も、われわれに起こったことを表現できない」
（Powers, 2001）という歯がゆさを意味している。
本稿は、「アイロニー効果をもたらす比喩について」に続く、比喩と認識の影響関係について
の論考の一部である。今回は言語化されていないものを表現する比喩の働きについて、アメリカ
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の詩人であるシルヴィア・プラス（Sylvia Plath 1932-1963）の「朝の歌」“Morning Song”（1961）
の分析を通じて論じる。本稿がこの詩に注目するのは、一貫性がないように見える比喩表現に目
を凝らすと、対象 X に限りなく接近しようとする詩人の姿が見えてくるからである。
1.「朝の歌」
プラスは「告白詩人」とカテゴライズされるように、その作品には伝記的側面が色濃く現れて
おり、彼女が 8 歳の時に亡くなった父親や、夫であり詩人であるテッド・ヒューズへの愛憎、懐
疑や被害妄想に取り憑かれる心理状態を作品に読み取ることができる。本稿で論じる「朝の歌」は、
彼女の死後に出版された『エアリアル』Ariel （1965）の冒頭を飾る。この詩は、プラスが長女フリー
ダを出産した翌年の 1961 年 2 月、フリーダが８ヶ月の頃に書かれた。初出は同年の The 
Observer 誌５月号。形式は 6 連からなる自由詩である。1
　Love set you like a fat gold watch.
　The midwife slapped your footsoles, and your bald cry
　Took its place among the elements.
　Our voices echo, magnifying your arrival. New statue.
　In a drafty museum, your nakedness
　Shadows our safety. We stand round blankly as walls.
　I’m no more your mother 
　Than the cloud that distills a mirror to reflect its own slow
　Effacement at the wind’s hand.
　All night your moth-breath 
　Flickers among the flat pink roses. I wake to listen:
　A far sea moves in my ear.
　One cry, and I stumble from bed, cow-heavy and floral
　In my Victorian nightgown.
　Your mouth opens clean as a cat’s. The window square
　Whitens and swallows its dull stars. And now you try
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　Your handful of notes;
　The clear vowels rise like balloons. （Plath, 1965, 1）
　
　愛が分厚い金時計みたいにあなたを動かした。
　助産師が足の裏を叩いたら、あなたのしっかりとした声が、自然界に誕生した。
　私たちの声が反響して、あなたの到来をいっそう盛大にする。新しい像。
　すきま風が入る美術館で、あなたの裸の姿は、私たちに不安の影を落とす。
　私たちは壁のように無表情にあなたの周りに立つ。
　私はあなたのお母さんではない
　私は風に吹かれてゆっくりと消されていく自分の姿を映そうと、
　鏡を滴らせる雲みたいなもの。
　蛾のようなあなたの呼吸は
　一晩中、ぺたんこのピンクのバラの間で揺れている。起きて私は耳をすませる。
　遠くの海の音が、私の耳のなかで響く。
　あなたが泣くと、私はベッドから起きてよろよろ歩く。
　雌牛のように、花のように、ヴィクトリア朝のガウンを着て。
　あなたの口は猫みたいに大きく開く。正方形の窓が、
　白くなり、鈍く光る星を飲み込む。
　そして今、あなたはほんの一握りのあなたの音符を試してみる。
　澄んだ母音が風船のように空にのぼっていく。
この詩の特徴として挙げられるのは比喩表現の多さである。各連に比喩が使われていると言って
よい。そして興味深い点は、その比喩表現には一見したところ、統一感が欠けているように思わ
れることである。
連を追いながら確認すると、1 連では子どもの誕生が「分厚い金時計」に喩えられ、赤ん坊の
心臓は時計の針の音のように時間を刻む。2 連では、美術館のイメージが使われる。産まれたて
の赤ん坊は、「すきま風の入る美術館」で展示される「新しい像」に喩えられる。親たちは、「壁
のように無表情に周りを囲む」。この美術館のイメージは、語り手の心情を物語っている。一定
の距離を保ちながら、展示されているものを神妙な顔つきで観賞し、その歴史的な意味や審美的
価値を問う鑑賞者のように、語り手は新生児を前にして「あなたは誰ですか」と尋ねたいような
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心境にあるらしい。語り手は赤ん坊の誕生に戸惑い、その存在が「不安の影を落とす」とあるよ
うに、足元を脅かされるような危機感すら持っている。赤ん坊は大人よりも平熱が高いにもかか
わらず、金時計や彫刻といった無機質で冷やりとした手触りのものに喩えられるのも、不可解な
ものを前にした時の心理的な距離感のせいだろう。
3 連になると、“no more A than B”という比較構文が用いられる。この連の面白さは、この
詩のなかでトーンが異質であり、内容の抽象度が高くなることである。さらに、この連をきっか
けにして詩の雰囲気が変わることも注目すべきである。しかし、ここではこの 3 連の分析をいっ
たん棚上げにし 4 連へと移り、比喩とトーンの変化を見ておきたい。4 連では赤ん坊が静かに眠っ
ている。花柄のシーツに寝かされた赤ん坊の寝息は「蛾のような呼吸」のようにかすかで、さら
にその寝息は「遠い海」の音にも喩えられる。子どもの鼓動は、時計の比喩にみられたような単
調で機械的なリズムではなく、自然が生み出す穏やかなリズムへと変化している。
5 連では静かに眠っていた子どもが泣き声をあげる。“One cry”が合図となって、母親である
語り手が重たい体を動かす。産後の体は雌牛に喩えられており、授乳を連想させるとともに、「花
のように」と並べられることで、ヴィクトリア朝の雰囲気を漂わせた優雅な母親像と対比され、
両者のギャップから滑稽な印象が生まれる。さらに比喩を追うと、大きく丸く開いた赤ん坊の口
は、直喩“as”を用いて猫の口に喩えられる。5 連は 6 連へ句またがりをし、明け方の空がゆっ
くりと白み始める様子が暗示され、この詩のタイトルが示すように夜が明けていく。夜明け前の
空の移ろいは、語り手がいかに長い間部屋から外を眺めていたのかが窺い知れて、息苦しくなる
ものの、最終行では「母音」と言い換えられた赤ん坊の泣き声が、「風船のように」空へとのぼっ
ていき、夜明けとともに一種の解放感をもたらす。
2. 母としての「私」の説明
「朝の歌」のなかで、比喩は母親としての語り手と赤ん坊とに用いられていた。比喩表現の多
様さ、そしてその一貫性のなさがこの詩の特徴であるとすでに述べたが、ひとつひとつの比喩を
追っていくと、その変化は母親の心情の変化と一致していることが次第に分かってくる。全６連
を通じて比喩のイメージは無機質なものから、蛾や猫といった生き物へ、そして最終的に子ども
の発する「母音」は「風船」として表現される。１連で感じられた寒々しさは、連を追うにつれ
て消えてゆき、３連を挟んでトーンが明らかに変化し、４連からは「牛」の比喩などに見られた
ようにユーモラスなものへと変わる。
語り手の心情の変化が起こったきっかけは何なのか。ここで棚上げにしていた３連に戻りたい。
３連が詩全体の転換点となっていることは、この連が他と比べて手触りが異なることからも分か
る。まず、この連で初めて主語“I”が立てられることは注目すべきだろう。ここで一瞬、赤ん
坊の姿は後景へ退き、語り手である「私」へと焦点が当てられることになる。さらに文体である。
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この連で使われている比較級を用いた構文“A is no more than C”は than 以下を基準として引
き合いに出して A を説明する働きを持つ。つまり「朝の歌」では「お母さんではない」ことが、
「鏡を滴らせる雲」を持ちだすことで補足説明されている。ただ奇妙なことに、ここで「私」に
ついての説明がされているにも拘らず、その説明のために不可解さがいっそう増してしまってい
る。この比喩がすんなりと頭に入ってこない理由のひとつに、「私」と「雲」の類似性を見つけ
ることが難しいことが挙げられる。また他の理由として、「お母さんではない」ことを比較する
対象について、関係代名詞の that や不定詞、前置詞句などで情報が追加されているために、ロジッ
クを辿り、対象を把握することが困難であることが挙げられる。また単音節の単語が多用される
他の連とは異なり、比較的難解な単語によって構成されていること、この連が一文で構成されて
いる点も理由に挙げられる。
３連の難解さが意味することは何なのか。もう一度、この詩が書かれた状況に立ち戻る。語り
手は子どもとの関係性のなかで、比喩を使ってその状況を理解しようとしていた。比喩の基本的
なかたちは「X は Y」「X は Y のようだ」である。この公式において X が全く未知なものであっ
た場合、おそらく私たちは手元にある語彙を当てはめようと試みる。「朝の歌」の語り手もまた、
その場その場で、言葉で自分の認識を更新しているのではないだろうか。このことを踏まえる
と、３連でも語り手は母娘の関係における自分の輪郭を手探りで辿ろうとしている様子が見えて
くる。コンマもピリオドも打たれることなく、ずるずると続く一文は、語り手にとって「母親で
ある」という位置づけの困難さがそのまま映し出されたかのようである。
比較の対象として引き合いに出される雲は、地上に雨を降らせ鏡のような水たまりを作る。そ
れは、風に吹かれて消されていく自分の姿を一瞬映し出すためのもので、何かを育てるための水
ではない。比喩は X と Y との類似性が前提となるが、では「私」と「雲」はどのような点で重
なるのか。Tess Cosslett が指摘するように、「風」によって流される雲は子どもの誕生によって
足元がぐらつく「私」の姿であるとも考えられる（Cosslett, 127）。この指摘に加え、「雲」が「鏡」
を作ることに注目したい。というのも、プラスの他の作品に「水たまり」や「鏡」など共通する
イメージがしばしば見られるからである。「ミラー」“Mirror”（1961）は 「鏡」が語り手になっ
ており、「私は銀色で正確。先入観はない」“I am silver and exact. I have no preconceptions”と、
鏡のモチーフは対象の姿を正確に捉え、言葉で書き留めようとするプラス自身であることが暗示
される。さらに２連で「私」である鏡は「湖」に言い換えられる。
　Now I am a lake. A woman bends over me,
　Searching my reaches for what she really is. （Plath, 2008, 173） 
　いま、私は湖。ひとりの女が私の上に身をかがめ、
　私の水面に本当の自分を探そうとする。
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湖を覗き込む行為は自分の姿を確認することに他ならないが、この作品においては、鏡に詩人の
視点が置かれ、鏡の前に立つもう一人の自分を観察、記録しているのである。
「最期の言葉」“Last Words”（1961）では、プラスは自分の葬儀の場面を想像し次のように歌う。
　My mirror is clouding over—
　A few more breaths, and it will reflect nothing at all. （Plath, 2008, 172）
　私の鏡が曇っていく
　あともう少し息をはいたら、鏡は何も映さなくなるだろう。
鏡に雲がその姿を映すように、吐きだす息によって鏡が曇っていくという光景である。「雲」や「鏡」
のイメージが「朝の歌」と共通していることは言うまでもない。雲である自分と、それを冷静に
映し出そうとする鏡としての詩人の目。「私はあなたのお母さんではない」と自己を再確認した
先に辿り着くのは、合わせ鏡のような詩人としての自己像である。
「朝の歌」の３連で、語り手は「お母さんではない」と「母」を打ち消すことで自分を定義する。
「雲」とそれに続く描写は、比喩としては不確かで頼りなく、回りくどい。かつ、否定の上に成
り立つ自己規定は心もとない。しかし木村彗子が「子供が自分から分離した自己だと認識するこ
とで、母親－語り手は彼女自身の主体性を確立することができた」（木村 , 221）と指摘するように、
否定的ながらも「私」を説明する比喩を探し当てた後では、冒頭にあった不安の影が和らいでい
ることは確かなのである。
3. 手さぐりで探す
「朝の歌」において、自分を雲と喩えることで語り手の心情が変化したことを見てきた。この
点を踏まえて確認したいことは、プラスにとって比喩とは未知な対象を理解するためものであっ
たという点である。
子どもの存在はプラスだけではなくヒューズにとっても詩作面において刺激を与え、二人は長
女のフリーダをたびたび詩にうたっている。この作品群はプラスとヒューズの間の「コール＆
レスポンス」と呼ばれているように、相互間にイメージや語句の類似が見られる。（Middlebook 
2006, Gill 2008, 2011）フリーダが生まれた年にヒューズは 「生まれた赤ん坊への詩」“Lines to a 
Newborn Baby”（1960）を執筆しているが、この詩に呼応するかのように翌年 1961 年にプラ
スは「朝の歌」をうたっている。「朝の歌」はフリーダが母音を発する場面で終わっていたが、
1967 年にヒューズは「満月と可愛いフリーダ」“Full Moon and Little Frieda”において、「お月
さん！お月さん！」と単語を発するフリーダの様子を描いている。これらの作品をここで詳論す
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ることはしないが、比喩という点で興味ふかいのはヒューズがフリーダの成長の記述に主眼を置
き、作品の題材として描いているのに対して、プラスは状況を理解するために書き留めているよ
うな一面があることである。
プラスが妊娠期間をうたった詩には、「メタファー」“Metaphors”（1959）というタイトルが
つけられている。冒頭の「なぞなぞ」とは何か。
　I’m a riddle in nine syllables,
　An elephant, a ponderous house,
　A melon strolling on two tendrils.
　O red fruit, ivory, fine timbers!
　This loaf’s big with its yeasty rising.
　Money’s new-minted in this fat purse.
　I’m a mean, a stage, a cow in calf.
　I’ve eaten a bag of green apples,
　Boarded the train there’s no getting off. （Plath, 2008, 116）
　わたしは、九つの音節のなぞなぞ。
　象、しっかりとした家、
　ブラブラ歩く、2 本の巻きひげのあるメロン、
　赤い果物、象の牙、それに上質の木材！
　このパンの塊は、酵母が発酵して大きくなって、
　この分厚い財布には、新しく鋳造されたお金。
　わたしは、手段であって、舞台であって、
　子どもがお腹にいる雌牛。
　お腹いっぱいに緑の林檎を食べたところで、
　降りられない電車に乗っているの。
プラスは胎児によって身体が変容する体験を謎として提示している。9 行からなるこの詩は、各
行が妊娠期間に相当する。「象」→「メロン」→「しっかりした家」と、妊娠期間中の身体の描写は、
次第に重量を感じさせる比喩へと変わっていく。「メロン」の喩えに見られる「2 本のヒゲ」は、
腹部に比べてか細く見える足であろう。行を追うと、語り手は自分の身体を「容器」や「手段」、
もしくは二次的なものという意識で捉えるようになる。例えば、７行目の「舞台」は劇のための
装置であり、主役は役者である。同様に、６行目の「財布」はそこに入れられるべき金銭の方に
価値があり、また、家はそこで生活する人を収容するための大きな容器と見なすことができる。
Steven Gould Axelroad も指摘するように、語り手の口調は、最初は自己戯画的でありユーモラ
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スでさえあるが、9 行目に至っては、自分の体が乗っ取られてしまったような、自分の手に負え
ない状況に対して悲観的な様子さえ窺える（Axelrod, 145）。
先に見た「朝の詩」と同様に、ここでもプラスは未だ経験したことがない状況に対して、言葉
で把握し、位置づけ、理解しようとしている。その具体的な手段として比喩は使われている。し
かし、比喩の使用目的は同じだが、「メタファー」と「朝の歌」の比喩には異なる点がある。「メ
タファー」は、妊娠期間に対応する 9 行で構成されるだけでなく、各行が九つの音節で形成され
ている。さらに比喩の選択にも一貫性が見られる。言い換えると、この詩において未知なる状況
は、ある程度まで知性によって統御されているということである。例えば、「メロン」は、「赤い
果実」と「緑のりんご」と関連し、禁断の果実を連想させるものとなっている。また、「象」は「象
牙」へ、「家」は「木材へ」といったように、「全体」と「部分」が呼応している。「メタファー」
の比喩表現が状況を認識しようとしながらも冷静さを失わないのに比べて、「朝の歌」の語り手は、
比喩をレトリックとして修辞効果を上げるか否かということを顧みず、いままさに現実を把握し
ようとして用いたという様相なのである。
3. 比喩が必要な時代背景
「朝の歌」において、赤ん坊に対する比喩は一定ではなく、揺れながらより親しみやすい対象
に変化する。この変化は、語り手が赤ん坊という新しい存在との関係性を手持ちの言葉で理解し
ようとする過程であったことを見てきた。しかし、ここでもう一度根本的な疑問に立ち戻りたい。
それにしてもなぜプラスには母親としての比喩が必要だったのかということである。
この点を考えるために、当時の社会において、子どもを産み育てることに伴う漠然とした不安
が言語化されていなかった背景を踏まえる必要がある。1950 年代から 60 年代初頭のアメリカに
おいて、保守的な家族像のイメージが大量に生産されメディアに流れたことは広く知られてい
る。とりわけ母親の役割に関しては、良妻賢母が賞賛され、その象徴的イメージは慈愛に満ちた
聖母マリアであった。保守的な母親像が形成され、そのイメージが支配的であった 1950 年代か
ら 60 年代のアメリカにおいて、母親であることに違和感を持ったなら、それはどのように言語
化されたのか。そのひとつの回答として 1963 年にベティ・フリーダン（Betty Friedan）が著し
た『新しい女性の創造』（The Feminine Mystique）が挙げられる。フリーダンは白人中産階級
の主婦が抱える漠然とした不安や不満について同書で取り上げ、彼女たちに「得体のしれない悩
み」や「ぼんやりとしたもの」が存在することを指摘した。そして、それには「名前のない問題」
“the problem that has no name”という名前が与えられた（Friedan, 20）。「名前のない」とい
うのは言うまでもなく、それに対する言葉が手元にないという状況を示している。
フリーダンはアメリカのスミス女子大学の卒業生であり、同書のなかで彼女は同窓生や母校の
学生たちを紹介していることは注目に価する。というのも、プラスもまた同大学の卒業生であり、
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プラスの自伝的小説『ベル・ジャー』The Bell Jar（1963）は、この時代の女性に対する無言のプレッ
シャーを共有しているからだ。小説の年代は 1953 年から 54 年に設定されており、フリーダンが
議論の対象とする時期と重なっている。文才豊かな少女エスター・グリーンウッドは、東部の有
名女子大学に入学しその才能を発揮させる。しかし、在学中に自殺未遂を起こし、精神病院に入
院。そこで受ける電気ショック療法の描写など、この作品の大部分は事実に基づいて書かれてい
るために、当初プラスはヴィクトリア・ルーカス（Victoria Lucas）という作家名で発表した。
『ベル・ジャー』には次のような一節があり、当時のメディアで流布している母親像と、エスター
がそれに息苦しさを覚える様子が窺える。彼女は産婦人科の待合室で母子を眺めながら次のよう
に漏らす。
  
　 幼児用シリアルのパブラムと酸っぱい牛乳のような匂い、塩漬けのタラのような生くさい匂
いが入り混じったのを嗅ぎ、悲しいような、いたましいような気持ちになった。私の周りに
いる女の人たちにとって、赤ちゃんを産むことはなんて簡単なんだろう。どうして私はこん
なに母性がなく、この人たちと違っているのだろう。どうして私はドードー・コンウェイみ
たいに、頼りなげに声をあげるぽっちゃりした赤ちゃんたちに献身的に尽くすことを夢見る
ことができないんだろう。（Plath, 1963, 234）
ここで描写されている母親と赤ん坊の姿は、エスターの表面的な観察に基づくもので、当時のメ
ディアで流布する母親像をなぞったワンパターンなものであることは否定できない。待合室にい
る母親たちの真意は不明である。ただ確かなのは、規範的な母親像が確立されていること、そし
てその像がエスターを苦しめていることである。具体例として引き合いにだされる「ドードー・
コンウェイ」とは、エスターの近所に住む主婦で、７人目の子どもを妊娠している。エスターは
コンウェイが子どもたちと散歩する姿を「穏やかで宗教的ともいえる微笑みが彼女の顔を輝かせ
ていた。あひるの卵の上にのったスズメの卵みたいな頭を幸せそうに後ろに傾けて、太陽に向かっ
て笑っていた」（Plath, 1963, 122）と述べる。戯画化されているものの、この描写でも聖母のよ
うな母親像が強調されている。プラス自身は子どもを持つことに否定的だったわけではない。た
だ、ステレオタイプ化された家庭像や母親像は、エスターの言葉を引用するなら、まるで「洗脳」
“like being brainwashed”であり、「家庭という全体主義における奴隷状態」“as a slave in 
some private, totalitarian state”であった（Plath, 1963, 89）。プラスはステレオタイプ化された
母親像ではなく、彼女自身にとっての比喩が必要だったのである。
4.「朝の歌」を歌う
母親としての「私」の比喩を考えてきたが、最後に考えたいことは最終連で語り手が子どもに
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対して用いた「風船」という比喩である。空に上っていく「風船」によって、語り手と子どもと
の「距離」が暗示されるが、しかし 1 連で見られたような心理的距離感とは手触りが異なる。す
でに見てきたようにそれは３連を転換点として、語り手の心情が穏やかなものになったことと関
係すると考えられる。「あなたのお母さんではない」との認識を持った後、語り手は子どもにど
のように向かい合うのだろうか。
先に見た「雲」や「鏡」、「水たまり」のように、プラスの作品には独自の比喩やイメージの体
系といったものがあり「風船」や「気球」のイメージもそれに属する。プラスが娘の立場から母
親に呼びかけた「心騒がすミューズたち」“The Disquieting Muses”（1957）では、気球が分離
のモチーフとして使われている。この作品のなかでプラスは母親に“mother, mother”と呼びか
けるが、母親はおとぎ話に出てくるような気球に乗って彼女の元を離れていく。この詩は 7 連で
構成されており、以下はその 6 連目である。
　I woke one day to see you, mother, 
　Floating above me in bluest air
　On a green balloon bright with a million
　Flowers and bluebirds that never were
　Never, never found anywhere.
　But the little planet bobbed away
　Like a soap-bubble as you called: Come here!
　And I faced my traveling companions. （Plath, 2008, 74）
　ある日、目が覚めると、ねぇお母さん
　澄み切った空へとのぼっていくお母さんが見えたわ
　どこにも、どこに行っても見つからないような
　たくさんのお花と青い鳥に囲まれた、
　きらきらした緑色の気球に乗ってね
　「こっちにいらっしゃいよ！」って、あなたが叫んだら、
　その小さな惑星はシャボン玉のように消えてしまって、
　そして、いつものお仲間がいたわ
この詩のタイトルはイタリアの画家ジョルジョ・デ・キリコ（Giorgio de Chirico）の同名の絵
画（1918）から取られており、キリコの絵画に描かれているシュルレアルな物体はこの詩に「か
がり細工の卵みたいな、へんてこな頭のレディーたち」として登場する。しかし語り手とは異な
る世界に住んでいる母親にはその姿が見えない。母親が乗る緑の気球は花や鳥で華やかに飾られ、
一方、「私」は不穏な様子の仲間に囲まれている。この詩において気球は母と娘の心理的な距離、
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もしくは娘から母に対する諦観に似た別離を意味している。
「心騒がすミューズたち」において語り手は取り残され、遠ざかっていく母親を見上げる。そ
こには一種の寂しさがあるものの、同時に過干渉な母親から切り離されたすがすがしさも感じら
れる。この決別の場面よりも前に、母親が語り手にかける過剰な期待、それに懸命に応えようと
する語り手の姿が描かれており、この描写はプラスの母親であるオーレリア・プラスの姿を彷彿
とさせる。彼女も娘の文学的才能を早くから見出し、子どもの教育に献身的な努力を捧げた。母
娘の関係性はときに専制支配にも似た過剰な親密さをもたらすが、「心騒がすミューズたち」の「気
球」の描写が意味するのは、逃げ場のない共生的な母娘関係の終わりでもある。
「朝の歌」においても「心騒がすミューズたち」と同じように、語り手が取り残されるという
構図をとる。しかし「朝の歌」の赤ん坊の泣き声が風船のように空に昇っていく最終行には力強
さがあり、そして語り手の温かな視線も感じられるのはなぜだろうか。部屋という閉鎖状態から
空という開かれた空間への変化、夜から朝へという時間の変化によって開放感がもたらされると
いうことがまず言えるだろう。また、「心騒がすミューズたち」で母と娘の癒着が気球で解消さ
れたように、「朝の歌」においても分離が肯定的に捉えられていることもあげられる。しかしな
により、「朝の歌」の最終連がもつ穏やかな雰囲気は、語り手の「音」への関心が生み出すので
はないだろうか。子どもの描写の背後には、一貫して語り手の音への関心がある。１連の時計の音、
産声、寝息、遠くの海の波音、夜泣き、そして最終連で風船に喩えられる母音というように。「猫
の口」という比喩は、そこが音を発する器官であることを踏まえると、子どもが発する音に語り
手が常に関心を持っていることが分かる。
　子どもの描写には共通する関心の枠組みとして音がある。この点を踏まえると、タイトルであ
る「朝の歌」には２つの意味が込められていることが分かる。ひとつには夜明けを迎えるこの詩
自体のことであり、もうひとつには明け方の空に響く子どもの声が「歌」と言い換えられている
ことである。つまり、この歌を歌うのは、詩人プラスであると同時に、母音という言語の第一歩
を獲得する赤ん坊でもある。両者の混声のようにも響く。「母音」は、子どもが言語体系の世界
へと参入すること、つまりひとつの人格として成長することを予感させる。そして、プラスにとっ
て「母音」は詩人として重要な要素のひとつであり、最も身体的なものでもあることを考え合わ
せると、「風船のように空にのぼっていく母音」という比喩には個としての子どもへ、愛情と敬
意に満ちた思いが集約されていると言える。
おわりに .
先に『ベル・ジャー』から引用した産婦人科の待合室の場面には、次のような一節がある。
　 母親はまるでこの世に初めて起きた奇跡のように赤ん坊を胸に抱き、何度も何度も微笑み
未知なもののための比喩について
─ 27 ─
かける。互いに信頼し満たされている。その秘密をとく手がかりを知りたくて、私はその
母親と赤ん坊を見ていたけれど、それがなにかを見つける前に医者が呼びにきてしまった。
（Plath, 1963, 235）  
語り手は「手がかり」を見つけることはできない。しかし「朝の歌」では、プラスは比喩を探
し当て、子どもとの間に独自の関係性を見出そうとする。それはおそらく「秘密をとく手がかり」
に通じるものである。
注
1.　 プラスの作品からの引用は、原文に拙訳をつけて原文の頁を記した。翻訳に際しては吉原幸子訳『シ
ルヴィア・プラス詩集』（東京：思潮社、1995）や青柳祐美子訳『ベル・ジャー』等を参照した。
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